
「マイナス」から「ゼロ」へ 「ゼロ」から「プラス」へ

夜間照明の影響が
農作物にあるのでは･･･

人には快適に見えて
農作物には影響のない
光技術があります

光の影響範囲と程度を
的確に示します

植物工場で思ったより
育たない、収穫できない･･･

千差万別の植物工場、その
環境に応じた栽培レシピを
つくり、栽培指導致します

光の有効活用技術
運用便利技術の提供

「光害阻止技術」

「光害診断システム」

植物工場運用便利技術

株式会社アグリライト研究所
（山口大学農学部発ベンチャー企業）

「植物」と「光」の
関係を探ります

（山口大学の開発技術を社会利用へ・農業に光をあてる）

植物工場コンサルタント

Ⓒ Agri-Light Lab. Inc. "University-launched Venture Company from Yamamoto, Haruhiko Lab., Faculty of Agriculture, Yamaguchi University.“ 2014.08



光害（ひかりがい）

ご存知ですか？

不都合な光

良い光

アグリライト研究所施設と山口大学内
２ヶ所、あわせて３ヶ所の植物工場で、

研究・技術開発中。

開 発 技 術 の 社 会 利 用 に 向 け て ・・・



株式会社アグリライト研究所 （山口大学「農学部：山本晴彦研究室」発ベンチャー企業）

Agri-Light Lab. Inc. “University-launched Venture Company from Yamamoto, Haruhiko Lab., Faculty of Agriculture, Yamaguchi University.“ 2014.08

農作物の生育に影響のない光です

光害阻止ＬＥＤ照明

「光害阻止技術」

光害阻止LED照明
（蛍光灯20W相当）

実際に「農家」の圃場をお借りし、実証試験を行いました（２０１１年・２０１２年）

「高品質で安定した食糧生産の確保」と「安心安全な道路光環境の確保」の両立へ

「実証試験」において、

生育に影響がなく抽苔も発生しない

（＝農業生産者側の収入に影響がない）

ことが確認できました。

蛍光灯や水銀灯等の一般的な照明では、

1 lx 以上で、抽苔（とう立ち）が発生しました。

【イネへの対応】 【ホウレンソウへの対応】

2009年～2013年の５年間、生育に影響がなく

出穂遅延も基準（3日）以下
（＝農業生産者側の収入に影響がない）

であることが確認されています。

平成２２年度新規実装支援 社会技術研究開発事業 研究開発成果実装支援プログラム

「農作物の光害を防止できる通学路照明の社会実装」 として実施

開発技術の『光害阻止技術』を搭載し、

夜間照射による『農作物の生育に影響のない』

演色性の高い（人間には快適に感られる）ＬＥＤ照明です。

≪発光方法が特徴です≫

多くの照明に適用が可能

・ 防犯灯 ・ 道路照明 ・ 駐車場や看板等屋外照明など

明るさ（lx）と人の認識について：

（公社）日本防犯設備協会による推奨照度では、

5 lx ： クラスA 4 m 先の歩行者の顔が判別できる

3 lx ： クラスB 4 m 先の歩行者の挙動が識別できる

特許出願済

照明メーカーの
ラインナップで販売致します

農地隣接道路への照明設置が
可能な照明として。

照明種類の違いではなく、光を構成している

色成分の比率により、影響度合いが異なります。

設置前

書籍

「農作物の光害～

光害の現状と新しいLED

照明による防止対策」
（ISBN 978-4-89732-281-0 C3061）

進めてきた光害研究を
とりまとめました

光害概要
の

理解に

啓発に

2015年 春
供給開始

研究継続中

防犯灯発売予定モデル



農作物と光の関係を可視化します

「光害診断システム」

明るさマップ作成 啓発活動

コンサルタント

御相談・御要望をお聞きした上で、下記の３プランも付加できます。

夜間照明の照射と農作物の生育影響について、その度合い（範囲・程度）をご提示します。

測定機器搭載の「三輪自転車」を走らせ、

ご希望の地域の照度情報を提供します。

聞き手や地域に合わせ、

「光害」について配布資料作成や講演を承ります。

地域の照明計画資料に

概論把握や配布資料に

生育期や収穫期に現地を訪問し、

照明の「光質測定」、

圃場への「照度測定」「範囲確認」と

農作物の形態観察を行い、

実際の影響の程度・範囲をご提示します。
光害阻止ＬＥＤ照明を含めた、

照明設置計画を提示します。

【現地の状況把握】 【詳細分析】 収穫した作物をお預かりし、

解体分析調査にて、

より詳細な影響の程度を

ご提示します。

【計画案提示】

・照度（毎秒１点の測定が可能）

（約4km/hの場合、約2m間隔で測定可能）

・位置情報（GPS）、時間

≪場所・時間・照度の情報をセット≫

照明情報と農作物（品種）情報から、『光害診断システム』を活用し、

影響範囲と程度をシミュレートし、ご提示します。

設置予定の照明についても、どのような影響が起こるかを予測することも可能です。

【予測】

【測定項目】

4
m

0

1点が1データ

株式会社アグリライト研究所 （山口大学「農学部：山本晴彦研究室」発ベンチャー企業）

・現在の影響

・将来の予測
（設置予定の照明）

根拠数値情報の取得に

レンタル対応・
測定指導も可能です

光の影響範囲は？、その程度は？
判定致します。

・植物の光反応試験に。 ・さまざまなLED型式に対応し、

最大４系統を個別に制御可能。本体操作、または接続した

ＰＣにより（専用ソフトあり）、制御項目の設定が可能です。

ありそうでなかった、
ＬＥＤ発光専用パルス幅変調
（ＰＷＭ）点灯装置です。

植物工場などで生育する
「植物」を、お手持ちのPC環境で

観察するシステムです。

植物育成研究に活用も
ＬＥＤ発光
特徴可変装置

植物用インターバル
観察システム

≪任意の時間間隔で画像取得≫ ・パラパラ動画へも。

≪遠隔地パソコンで確認≫ ・ネットワーク利用で、
ブラウザ上にて、カメラ画像の設定・確認が可能。

≪大容量記憶媒体≫

お手持ちの
地図ソフトに
データを移し
表示できます。
（加工や拡大も
可能です）

地図情報化＋
測定中の印象
（不安場所等）
＝照明必要場所
なども報告

Agri-Light Lab. Inc. “University-launched Venture Company from Yamamoto, Haruhiko Lab., Faculty of Agriculture, Yamaguchi University.“ 2014.08



株式会社アグリライト研究所 （山口大学「農学部：山本晴彦研究室」発ベンチャー企業）

Agri-Light Lab. Inc. “University-launched Venture Company from Yamamoto, Haruhiko Lab., Faculty of Agriculture, Yamaguchi University.“ 2014.08

植物工場現場のルーチン管理記録と作業
指示を行い、作業者・管理者を手助けするシステムです。

≪作業者側（福祉向け視野）≫ ≪管理者側≫

・今日の作業は？（指示受け） ・各作業者への指示

・取り組む作業の復習 ・各作業者の生産性確認

・作業完了報告（時間計測） ・ブラウザで表示（ＰＣ）

作業環境としての植物工場提案が
可能な体制を構築（福祉対応含む）

植物工場プラント

≪照明調整機構 （オプション）≫

・作物種やその生育ステージに
応じて、光源と植物の関係を
最適化する機構を搭載。

・大規模運用されている
プラントにも取り付け可能。

作業性のよさ（柱が少ない）と、
光環境の有効化（照明調節機構）、

各種モニタリングシステムを取り入れたプラントです。
≪各種要件に合わせ、カスタマイズ致します≫

特許出願済

栽培管理システム

設備や人手が整っても、周年安定生産へは「農の技」が不可欠
設備状況にあわせ、動線作り・改良提案を行います

御要望をお聞きしながら、

測定ポイント数や測定項目を確定し、

専門測定機器で、植物の生育に有効な

光環境項目データを取得します。

改善点のご提示や、

照明環境の構築も対応可能です。

【測定】

光のコントロール

養液のコントロール

風、温度、CO2・・・

それぞれの制御では、ダメなんです。
条件が複合して植物は育ちます（品種別でも）

一辺倒なマニュアルで生育可能？ 農の技は？

【課題】栽培の難しさ
マニュアルどおりでも、思ったより育たない

コンサルタント（設備・栽培）

生育要件
植物工場は、立地環境に

よっても、生育環境が

異なり、まさに一品モノ。

立ち上がった植物工場の現場に入り、

（もしくは空間設計の段階）

歩留まり向上と周年安定生産を目指す

設備要件への助言や

栽培指導と管理レシピ構築を行います。

（最適な照明供給や養液調整方法の提案も）

この光は生育に有効なのだろうか？

植物への光照射環境について、

農学的手法（山口大学での方法）で測定し、報告します。

特に、ここが専門！

植物工場運用便利技術

植物工場プラント

≪カスタマイズ例≫

・集中管理システム（自動調液など） ・研究設備要素
・デザイン（障がい者、高齢者作業環境対応）

反射材（光の有効活用）

既設の照明設備に「オリジナル反射材」（高い反射率と

拡散率、素材の柔らかさ）を装着することで、

栽培面におけるPPFDの上昇（約１～２割）と均一性を

実現。気流環境を考慮するため、訪問にて解決します。

書籍
「植物工場～現状と課題」

（ISBN 978-4-89732-283-4 C3061）

訪問した国内植物工場の

とりまとめ部分もあります

動画
http://lecture.agri-light-lab.co.jp/



〒753 - 8515
山口県山口市吉田1677-1  山口大学農学部気付

株式会社アグリライト研究所
Tel ： 083-933-6832      Fax : 083-933-6833
E-mail  :  info   (@)   agri-light-lab.co.jp
本資料内データは、すべて「山口大学」調べのものです。

http://www.agri-light-lab.co.jp/
お問い合わせ

株式会社アグリライト研究所（山口大学「農学部：山本晴彦研究室」発ベンチャー企業）

株式会社アグリライト研究所

山 口 大 学 （研究開発シーズ）

【沿革】
（光害関連の研究テーマ：山口大学）

当社は、山口大学にて

「独立行政法人 科学技術振興機構」平成２０年度新規採択課題

独創的シーズ展開事業「大学発ベンチャー創出推進」の

「短日性農作物の光害を回避するＬＥＤ屋外照明装置の開発」

≪側面支援機関「財団法人やまぐち産業振興財団」≫

（平成２０～２２年度）

・・・による開発技術成果の社会利用化を目的に、起業しました。

【ご支援】

2003年 光害と思われる事例確認
（山口大学内の圃場）

2004年 光害現状調査
（街路灯の夜間照明がイネの生育と収量に及ぼす影響）
（品種別の出穂遅延日数および収量に及ぼす影響）

2007年 光害対策研究
（波長域の異なる照明を照射した場合の出穂遅延日数

および収量に及ぼす影響を調査)

2008年 光害対策技術開発
（照明としての照射波長域、照射設定の探索）
（光害による出穂遅延日数を求めるモデル式作成

気象学的観点から、遺伝子解析的観点からの双方）

2010年 光害対策成果実装
（農作物の光害を防止できる通学路照明の社会実装）

2012年 光害対策応用技術開発
（高光束に対応する技術開発）

2013年 光害対策応用技術開発２
（イネ以外の作物に対する本格技術開発）

事業所：山口大学キャンパス内（山口市）
平成２３年（２０１１年）１２月１９日設立

代表取締役 ：園山 芳充
取締役技術研究担当：岩谷 潔
研究顧問 ：山本 晴彦（山口大学農学部教授）

「独立行政法人 科学技術振興機構」

研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP）

本格研究開発ステージ「ハイリスク挑戦タイプ」（平成２３～２５年度）

「農作物に光害が発生しない高光束道路照明の研究開発」

研究開発機関（企業） プロジェクトリーダー ：

株式会社アグリライト研究所 岩谷 潔 （取締役）

研究開発機関（大学側） ：

山口大学 農学部 山本 晴彦先生 (教授）

「公益財団法人 やまぐち産業振興財団」

やまぐち地域中小企業育成事業助成金（平成２４～２５年度）

「農林水産省」

農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業（平成２５～２７年度）

「都市近郊野菜に光害が発生しない夜間照明技術の開発」

【研究開発】

＜産学連携による応用研究と実用化研究＞

公益財団法人
やまぐち産業振興財団

【沿革】
（植物工場関連の研究テーマ：山口大学）

2008年 「山口大学植物工場管理技術者育成プロジェクト」開始
他、調査事業１件

2009年 「経済産業省 産業技術人材育成支援事業」（補助事業）採択
植物工場管理技術者育成プログラム開講
植物工場実習施設試用開始

2010年 植物工場管理技術者育成プログラム開講
植物工場実習施設竣工・稼働開始

2011年 「農林水産省 緑と水の環境技術革命プロジェクト事業（1）
事業化可能性調査」（補助事業）採択、他３件の事業採択

「全国中小企業団体中央会 農商工連携人材育成事業」
（補助事業）採択

農商工連携による植物工場を活かした高品質な
農産物生産と商品開発・マーケティング研修開講

2012年 植物工場実証施設竣工・運用開始（通称・第２工場）
山口大学 植物工場シンポジウム

～植物工場の現在と未来～ 開催 ： 参加者150名
産学連携共同研究・受託研究等の実証研究を実施中

「公益財団法人 ちゅうごく産業創造センター」新産業創出研究会

「農林水産省」「経済産業省」「山口県・市」などの

補助金・助成金により研究を実施

公益財団法人
ちゅうごく産業創造センター

＜山口県内企業連携での技術創出、実証＞
【認定】

やまぐちビジネスプラン評価プロジェクト「Ａ評価」（平成２３年）

【最優秀賞受賞】
「第１０回 光都ビジネスコンペ in 姫路」（平成２４年）




